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研究成果の概要（和文）： 本研究では、フィリピン共和国、ルソン島北部、ラロ町、カトゥガン村に所在する
M.ドンブリケ地点の貝塚をフィリピン国立博物館と共同で発掘調査した。調査面積は、9㎡に及び、１ｍほどの
貝層（第Ｉ～第Ⅳ層）とその下に１ｍほどの粘土層（第Ｖ層）を明らかにした。
　遺構としては、第Ⅱ層中より１基、第Ⅲ層中より２基の人骨を伴う埋葬址を検出した。遺物としては、貝層
（第Ⅱ～第Ⅳ層）中より黒色土器片と褐色土器片を、粘土層（第Ｖ層）中より赤色スリップ土器片及び磨製石斧
片を検出した。また、自然遺物として、第Ⅲ層中より鹿角の加工品の他、第Ⅱ層中に構築された土壙中の土をフ
ローテーション処理することにより炭化米を検出した。

研究成果の概要（英文）：I conducted the joint excavation with Dr. Ame M. Garong of the Archaeology 
Division of the National Museum of the Philippines and Dr. Euseibio Z. Dizon of the University of 
the Philippines at the Marcelina Dumbrique shell midden site in Catugan, Lal-lo, Cagayan, Northern 
Luzon, Philippines.
 We excavated about two 2 x 2m square. and one 0.5 x 2m square. Our excavation revealed 
well-stratified five layers which are composed four shell layers (Layer 1 to Layer 4) 1 meter thick 
and one clay layer (Layer 5) also 1 meter thick. We found one human burial in Layer 2 and two human 
burials in Layer 3. Meanwhile, we found black pottery sherds and brown pottery sherds in shell 
layers (Layer 2 to Layer 4) and red-slipped pottery sherds and broken stone adze in Layer 5. we also
 found the worked deer antler in Layer 3 and cherred rice grain in pit in Layer 2 by the floatation.
 We got C14 dates: 1730±30 B.P. for Pit 1 of Layer 2, 1900±30 B.P. for Layer 4-b, 2840±30 B.P. 
for Layer 5-c. 

研究分野：考古学

キーワード： ルソン島北部　後期新石器時代　金属器時代　土器編年　炭化米

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究による発掘調査によって、貝層中の異なる層より人骨を伴う埋葬址を検出できたことは大きな成果とい
える。いずれも金属器時代の埋葬址と考えられるが、層を異にすることから、時期の異なる埋葬址として比較す
ることができる。また、特に第Ⅱ層中の埋葬址には、完形あるいは略完形に復元できた土器が３点伴っており、
これにより土器の全体的な器形の復元が可能となった。また、第Ⅱ層中に構築された土壙から炭化米を検出でき
たことは、大きな成果といえる。これまで、この地域の貝塚の調査で実施できていなかったフローテーションに
よる土壌調査を実施した成果といえる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

(1) ルソン島北部のカガヤン川下流域には、淡水産の二枚貝であるバッティッサ・チルドレ二
（シジミ貝科）を主体とする貝塚が 20 箇所以上分布している。研究代表者は、これまでそれら
の貝塚のうち、四箇所をフィリピン国立博物館の考古学者と共同で発掘調査してきた。その結果、
四箇所の貝塚のうち、カトゥガン貝塚が後期新石器時代から金属器時代にかけた複数の良好な
堆積層を持つことが明らかになった(Tanaka 1998)。そして、このカトゥガン貝塚の各層から出
土した土器群を他の貝塚の各層から出土した土器群と比較することによって、形態と文様の類
似性から同時性を明らかにし、土器編年を組み立てた（Tanaka 2002）。 

(2) しかしながら、カトゥガン貝塚から出土した土器群は、貝塚の遺物包含層から出土した土
器群が多かったため、小破片資料が多く、全体の器形がわかるものが少ないという問題点があっ
た。また、小破片に依拠せざるを得なかった理由として、発掘面積が 1 x 2 m と限られていたた
め、埋葬址などの遺構とそれに伴う土器群を検出することができなかったことがあがられる。 

(3) また、これまでのこの地域の発掘調査においては、人工品に主な関心が置かれ、植物遺存
体の検出が十分行われてこなかった。 

(4) 上述した問題点を解決するため、より大きな面積で発掘調査を実施すること、それにより
完形の土器などを伴う埋葬址を検出すること、発掘調査で掘削した土壌をフローテーション法
によって処理することによって植物種子などを検出することを考えて発掘調査を実施した。 

(5) 植物利用については、フローテーション法による植物種子の検出に努める他、水田址とい
う遺構の探求も行う必要があると考えた。そのため、現在、水田として利用されている自然堤防
の後背地において、まずボーリング調査を実施することを考えた。 

 

２．研究の目的 

  本研究の目的は、ルソン島北部における詳細な土器編年の確立と植物利用の解明であり、そ
のために以下の４点の目的を掲げた。すなわち、①埋葬址に伴う完形あるいは完形に近い形の土
器資料に基づく土器編年の確立、②フローテーション法による植物遺存体の検出、同定とその種
類や量の変化の解明、③自然堤防の後背地における発掘調査と先史時代の水田址の検出、④出土
した人骨資料に基づく窒素・炭素同位体比の測定とそれに基づく食性の解明である。 

 

３．研究の方法 

  研究目的の①、②を達成するために、ルソン島北部、ラロ町、カトゥガン村、M.ドンブリケ
所有地地点の貝塚を 2 x 2m の発掘坑を２箇所連結して設定し、さらに 2 x 1m拡張して、合計
10 ㎡の面積で発掘調査を３年間（2019, 2022, 2023 年度）に亘って実施した。 
 また、研究目的の③を達成するために、貝塚の後背地で現在水田となっている地域を稲刈り後
にハンドオーガーを用いて９か所の地点で各４ｍの深さまでボーリング調査を 2023 年度に実施
した。一方、研究目的の④については、人骨の基礎的な復元作業に時間がかかったため、今後に
実施する予定である。 
 
４．研究成果 
(1) 2 x 2m の発掘坑 2 箇所（N2E10, 
N3E10 スケアー）とそれを拡張した 0.5 
x 2m の発掘坑を１箇所（N4E10 西側スケ
アー）合計 9 ㎡を発掘調査し、約 1m の
厚さの貝層（第Ｉ層：混貝土層、第Ⅱ層：
混土貝層、第Ⅲ層：混貝土層、第 IV 層：
混土貝層）とその下に約 1m の厚さの粘
土層（第 V 層）を検出することができた。
いずれの層からも土器片が出土し、攪乱
を受けている表土層である第 I 層を除
き、文化層であることが明らかになっ
た。 
 
(2) 遺構としては、N2E10 発掘坑にお
いて、第Ⅲ層から２基（１号埋葬址、２
号埋葬址）の埋葬を、N3E10 から N4E10
発掘坑にかけて第Ⅱ層から１基の埋葬
（３号埋葬址）を検出することができ
た。特に、３号埋葬址においては、土壙
の上部から完形及び完形に近い土器が
３点（蓋１点、甕形土器２点）が出土し
（図２－1～３）、土器編年のための有効 

図 1 ドンブリケ遺跡 N2E10 西壁断面図 

（田中・樋泉作成） 



 

 
な資料を得ることができた。 
(3) 人工遺物としては、第 II 層～第 IV 層の貝層中から黒
色土器片と褐色土器片が出土し（図３）、第 V 層において、
赤色スリップ土器片（図４）及び磨製石斧片が出土した。 
(4) 自然遺物としては、動物骨として、シカ、イノシシ、イ
ヌの骨が出土した。シカは、シカ角の先端部を加工したもの
が１号埋葬に伴って出土した。一方、植物遺存体として、炭
化米が第Ｉ層及び第Ⅱ層に構築された１号土坑から出土し
た。 
(5) ５点の C1C 年代測定用試料（炭化物）をアメリカ、ベ
ータ―・アナリティック(Beta Analytic)社に依頼して年代
測定を行った。その結果は、第Ⅱ層中で確認された 1 号土坑
出土木炭が 1730±30 B.P.で、第 IV 層から第 V 層に掘り込
まれた貝が詰まった６号柱穴出土の木炭が、1880±30 B.P.
で、第 IV-b 層出土木炭が 1900±30 B.P.で、第 V-b 層出土
の木炭が 1900±30 B.P.で、第 V-c 層出土の木炭が 2840±30 
B.P.であった。第 V-b 層出土の木炭の測定年代が第 IV-b 層
出土の木炭と同じ測定年代となっており、その原因を検討せ
ねばならないところである。また、第 V-b 層については、さ
らにいくつか追加の年代測定を行い、年代の妥当性を検討す
る必要があると考えている。 
(6) 現在、水田として利用されている後背地のボーリング
調査では、約 4m の深さまで９地点でボーリングを実施し（図
５）、第５地点において、地表面下 3m20cm の深さから植物由
来の有機物を検出することができ（図６）、この時点におけ
る周辺森林の伐採など環境変化がうかがえる資料であると
評価できる。今後 C14 年代測定によってその時期を特定し
たい。 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２.ドンブリケ遺跡、 

３号埋葬址出土土器 

図３.ドンブリケ遺跡、貝層 

（第 II 層～第 IV 層）出土土器 

図４.ドンブリケ遺跡、粘土層（第 V 層） 

出土赤色スリップ土器 

（筆者作成） 
（筆者作成） 

（筆者作成） 



 

 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

図５.ルソン島北部、カトゥガン村、ドンブリケ遺跡の後背地のボーリング地点（9 地点） 

 

 

(Garong 博士作成) 

図６. 各ボーリング地点における土壌堆積状況図 

(Garong 博士作成) 
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